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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、斜張橋の長大化をどのようにして実現するかについてお話し致します。
つり橋が長大橋に採用されることが多いですが、斜張橋も長大橋としての可能性をもっており、
地盤条件の良くないサイトでは、斜張橋の採用が有力です。長岡科学技術大学の元教授であった長井正嗣先生の教科書に基づいてお話します。
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講義内容

１．伊勢湾港口連絡橋(つり橋)に斜張橋を適用し長大化を学ぶ

1.1 長大化の動向
1.2 サグ対策
1.3 主桁軸力対策
1.4 風荷重対策

2.   つり橋（案）と斜張橋（案）の比較

（C) is reserved to CVV

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、長大化を目指してどのような研究が行われているのか
その動向について述べます。次に、斜張橋の長大化を実現するための手法についてお話しします。
長大化を行えば、支間の増大に伴って軸力が大きくなるので桁が座屈に耐えなくなります。
そのためどの程度桁の断面を大きくする必要があるかを明らかにすることが重要です。
次に、風荷重に対しては、約１０００ｍを越えると幅を広げる対策が必要になります。
また、１０００ｍを越えるとサグが大きくなるので、注意を払う必要があります。



	スライド番号 1
	講義内容
	斜張橋の設計法（長井正嗣先生）
	長井/藤野らのASCE論文
	Gimsing教授
	スライド番号 6
	長大化の歴史（Gimsing)
	1.1　斜張橋の長大化の動向
	スライド番号 9
	　ロシア　世界一長径間　斜張橋
	話題設定：伊勢湾口部連絡橋に斜張橋適用
	長井ら（スパン1,400ｍ）研究提案
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	つり橋　→　斜張橋への変換
	つり橋（案）に適用された断面
	つり橋と斜張橋の構造特性
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	�2) 主桁の軸力対策�
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	最大応力度の算出
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	■　桁先端の変位（架設時）�
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	■耐風性に優れる断面
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	つり橋と斜張橋の重量比較
	結論
	御静聴感謝いたします。



